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　現在利用されている道のうち、市域
には古くから同じ道筋を通っていたも
のが幾つか確認されている。
　中世にまでさかのぼる鎌倉街道は、
鎌倉時代に日本各地と幕府のある鎌
倉を結ぶために整備された道である。
市域を通る鎌倉街道は、所沢市内で上

かみつ

道
み ち

から分かれて志木市内を通り、羽
は ね

根
倉
く ら

橋付近からさいたま市南区別所を
通過して上尾市西宮下に入る道で、羽
根倉道と呼ばれている。現在は、国道
17号愛宕交差点北部から、二ツ宮へ至

る道が残されており、芝川に架かる橋
はこの道にちなんで鎌倉橋と名付けら
れている（写真3）。
　江戸時代以降に記録がある道は、中
山道を初め、川越街道、菖蒲往還、秋
葉道、桶川新道、原市新道などがあ
り、多くが現在の県道として利用され
ている。これらの沿線に残されてい
る路

ろ

傍
ぼ う

の石造物には、方角や行き先、
距離などが記されているものもあり、
人々がこれを目安に通行していたこと
が分かる。

現在に残る古道
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中
山
道
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
々

が
古
く
か
ら
往
来
し
て
き
た
道
は
、

明
治
時
代
に
な
る
と
馬
車
や
人
力

車
、荷
車
が
通
行
す
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
は
明
治
30
年
代
の
自
動
車
の

登
場
に
よ
っ
て
路
面
の
破
損
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
中
山
道
は
、
鉄

道
と
並
ん
で
東
京
と
群
馬
・
長
野
を

結
ぶ
重
要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
も
の

の
、
大
半
が
砂
利
道
の
ま
ま
舗
装
さ

れ
ず
、
江
戸
時
代
か
ら
の
道
路
幅
を

引
き
継
い
で
お
り
、
自
動
車
に
よ
る

近
代
の
交
通
手
段
に
は
十
分
で
は
な

く
、
補
修
が
必
要
で
あ
っ
た（
写
真

1
）。
ま
た
、
戦
後
に
は
県
内
に
駐
留

し
た
米
軍
の
大
型
車
両
の
通
行
が
増

え
、
道
路
の
破
損
が
よ
り
激
し
く
な

る
と
と
も
に
、
物
資
輸
送
の
ト
ラ
ッ

ク
や
観
光
バ
ス
が
増
加
し
、
慢
性
的

な
渋
滞
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
山
道
の
渋
滞
を
回

避
す
る
た
め
、
戦
前
に
さ
い
た
ま
市

大
宮
区
大
成
町
付
近
ま
で
開
通
し

て
い
た
国
道
17
号
に
つ
な
げ
て
、
大

宮
鴻
巣
間
に
大
宮
バ
イ
パ
ス
が
建
設

さ
れ
、
昭
和
37（
１
９
６
２
）年
に
開

通
し
た（
写
真
2
）。
ま
た
、
東
京
に

接
す
る
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
な
ど

で
も
以
前
か
ら
渋
滞
が
多
発
し
て
お

り
、
こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
昭

和
28（
１
９
５
３
）年
に
東
京
の
外
周

約
30
㌔
㍍
に
あ
る
既
存
道
路
を
つ
な

い
で
、国
道
16
号
と
し
た
。

　

し
か
し
、
国
道
16
号
は
構
造
が

脆ぜ
い

弱じ
ゃ
くで

あ
り
幅
員
が
狭
く
、
依
然
と

し
て
渋
滞
が
発
生
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
岩
槻
春
日
部
、
春
日
部
野
田

な
ど
の
バ
イ
パ
ス
や
、
上
尾
市
瓦
葺

を
通
っ
て
さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野

町
で
国
道
17
号
に
合
流
す
る
東
大

宮
バ
イ
パ
ス
が
建
設
さ
れ
、
昭
和
56

（
１
９
８
１
）年
に
開
通
し
た
。現
在
、

国
道
16
号
の
旧
道
の
一
部
は
、
主
要

地
方
道
２
号
さ
い
た
ま
春
日
部
線
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
域
を
通
る
県
道
に
つ
い

て
も
、
国
道
整
備
と
平
行
し
て
徐
々

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
主

要
地
方
道
35
号
川
口
上
尾
線
、い
わ

ゆ
る
産
業
道
路
は
、
戦
前
か
ら
産
業

開
発
の
た
め
に
、
東
京
都
王
子
か
ら

川
口
・
浦
和
・
大
宮
間
を
通
る
道
路

と
し
て
計
画
さ
れ
、
建
設
が
開
始
さ

れ
た
。
途
中
、
戦
中
の
資
材
不
足
な

ど
に
よ
り
浦
和
以
北
は
未
整
備
で

あ
っ
た
が
、
中
山
道
と
国
道
17
号
の

バ
イ
パ
ス
機
能
を
担
う
た
め
に
、
昭

和
27（
１
９
５
２
）年
頃
か
ら
工
事

が
再
開
さ
れ
、昭
和
37
年
に
上
尾
市

日
の
出
ま
で
開
通
し
、
国
道
17
号
と

合
流
し
た
。
主
要
地
方
道
51
号
川
越

上
尾
線
は
、
古
く
か
ら
川
越
と
上
尾

を
結
ぶ
主
要
道
で
あ
り
、
以
前
は
踏

切
を
通
過
し
て
い
た
が
、
高
崎
線
の

列
車
本
数
や
車
両
の
増
加
に
よ
っ

て
徐
々
に
渋
滞
が
激
し
く
な
っ
た

た
め
、国
道
17
号
か
ら
立
体
交
差
を

通
っ
て
川
越
街
道
に
入
る
道
路
が
整

備
さ
れ
た
。こ
の
工
事
は
埼
玉
県
が

立
案
し
た
県
道
の
全
面
舗
装
計
画
に

よ
る
も
の
で
、
昭
和
42（
１
９
６
７
）

年
に
行
わ
れ
た
埼
玉
国
体
を
機
に
実

施
さ
れ
、
多
く
の
県
道
が
整
備
さ
れ

た
。　
　
　

 （
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

市
域
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備

写真2　開通した国道17号線（上尾市役所前交差点：
　　　  北西から）

写真1　中山道の改修工事の様子（昭和32年8月）


